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≪結論≫ 
 夜間でも標識が明瞭に見えるので、標識の見落としが無くなり、  
 交差点での交通事故が減少する

 

センサー機能…標識に気付きやすくなる 
反射材使用…標識が明瞭に見える 
ソーラパネル機能…電気代のコスト削減 

≪目的≫ 
 夜間は暗く、視界が悪いため、標識の確認が困難  
  であることを改善する 

反射材を使用 
標識の上にソー
ラーパネルを設置 

寸
法 センサーを

取り付ける 

ライト
(２個) 

アイデア 

センサーの感知範囲 
幅2m 奥行き5m 

 

～問題点～ 
夜遅くまで大学にいる
工大生が多く、夜間で
の交通事故の発生が

懸念される 

車や人が通過すると、
センサーが感知して 
ライトが点灯する 


